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研究要旨 
TAFRO 症候群の診断基準および重症度分類の作成のため、後向き登録研究で得られたデータの解析及び組織標
本の中央診断を行った。それらの検討結果に基づき診断基準および重症度分類を作成公表した。治療法について
も、これまでも報告をまとめ、一定の方向性を示すことができた。今後はこれらの検証を進め、診断の精度を高
め病態・病院の解明をすすめ、標準的な治療法の確立を目指したい。 

 
A.研究目的 
TAFRO 症候群の診断基準の確立および重症度分類の作
成を行う。これらをもとに、標準的な治療の開発を目
指すとともに、診断基準および重症度分類の妥当性の
検討を行う。 

 
B.研究方法 
TAFRO症候群および類縁疾患であるCastlemann病の後
ろ向き登録研究で集積された症例のデータおよび組織
標本を用いて、多数例について両者の比較検討を行い
TAFRO 症候群の診断的特徴を検討する。また、治療内
容や予後と、症状や検査所見の関係を検討し、重症度
分類を作成する。作成された診断基準や重症度分類に
ついて、実臨床において検証を試みる。 
（倫理面への配慮） 
研究代表施設および症例登録施設において、倫理審査
を行承認を得ている。また、個人が特定できるような
個人情報は収集しないため、症例のプライバシー保護
の問題は発生しない。登録研究であるため、患者への
新たな負担や不利益は一切ない。 

 
C.研究結果 
前述の方法に基づいて、診断基準および重症度分類を
作成し、公表することができた。またこれまで報告さ
れている治療法やその有効性についても情報を収集し
合わせて報告することができた。 

 
D.考察  
希少疾患である TAFRO 症候群について、患者の治療の
基礎となる、診断基準や重症度分類を作成公表するこ
とができ、実臨床に有用な情報をもたらすことができ
たと考える。また治療法についても一定の方向性を示
すことができた。今後はこれらの妥当性について、検
証を進めるとともに、病態の解析や病因の究明につな

がる検討を加えたい。 

 
E.結論 
TARFO 症候群の診断基準および重症度分類を作成し、
治療についても一定の指針を示すことができた。今後
これらの有用性、妥当性につきさらに検討していきた
い。 

 
F.健康危険情報 
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